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教科「情報」・情報教育の担当者として
カリキュラム・マネジメントに参画する

　高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）は，平成

31 年度から移行期間となり，総則をはじめ，教科

書等の対応を要しない場合など可能な範囲で取り組

みを推進することとなりました．そのため，本稿は，

すでに意欲的に取り組んでいる高等学校にとっては，

次年度以降，さらに取り組みを充実させるための確

認にとどまるかもしれません．今回の学習指導要領

改訂により，教科「情報」の担当者が，学校の一員と

して，教育課程の編成・実施，そして，さらなる改

善にかかわることがこれまで以上に求められていま

す．「情報 I」の指導法や，これからの情報環境の構

築，といった内容ももちろん大切なのですが，それ

らが学校の教育課程のどの部分に位置づけられるか

など，学校全体を見渡して考え行動することもまた，

大切です．

　現在私が担当している学校経営支援業務の 1つ

に，所管する学校の教育課程の編成・実施・管理が

適正に行われるための支援があります．令和 2年度

教育課程においては，コミュニケーション能力の育

成の一環として情報活用能力の育成を学校の教育目

標を達成するための基本方針に含めたり，教科「情

報」の科目の設置においては，将来的に「情報 I」の

みならず，「情報 II」の設置を見通して選択科目を設

置するなど，新しい学習指導要領の完全実施に向け，

少しずつ対応され始めていることを実感しています．

　今後，各学校において，カリキュラム・マネジメ

ントを推進し，新しい学習指導要領に基づく教科・

科目の編成を検討するとき，教科「情報」もしくは情

報教育を担当する先生方が，各学校でのカリキュラ

ム・マネジメントに積極的に参画するには，という

視点で紙面が許す限り整理しました．

学習指導要領（平成 30 年告示）の総則を確
認する

　高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）1）第 1章　

総則　第 1 款 5 には，カリキュラム・マネジメン

トについて，以下の記載があります．

各学校においては，生徒や学校，地域の実態を適切
に把握し，教育の目的や目標の実現に必要な教育の
内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと，
教育課程の実施状況を評価してその改善を図ってい
くこと，教育課程の実施に必要な人的又は物的な体
制を確保するとともにその改善を図っていくことな
どを通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に
各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと（以下
「カリキュラム・マネジメント」という．）に努めるも
のとする．

　ここで，カリキュラム・マネジメントとは，教

育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育

活動の質の向上を図っていくことを指しています．

所属している学校において，情報教育は教育課程

においてどのような位置付けがなされているか，

意図的計画的に情報教育が行われるようになって

いるかを理解しておくことは，カリキュラム・マ

ネジメントに参画するための第 1 歩と言えます．

そして，教育活動の質の向上のために必要と思う

考えを整理する際，教育の目的や目標の実現に必

要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立
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情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその
結び付きとして捉え，情報及び情報技術を適切かつ
効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の
考えを形成したりしていくために必要な資質・能力
である．

とし，さらに，同答申の別紙 3-1 において，資質・

能力の 3つの柱に沿って再整理されました．高等

学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説総則編 3）で

は，この情報活用能力についての考え方を改めて示

し，さらに，

情報活用能力をより具体的に捉えれば，学習活動に
おいて必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適
切に用いて情報を得たり，情報を整理・比較したり，
得られた情報をわかりやすく発信・伝達したり，必
要に応じて保存・共有したりといったことができる
力であり，更に，このような学習活動を遂行する上
で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や，プ
ログラミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，
統計等に関する資質・能力等も含むものである．

と，具体的に示しました．この，学習の基盤となる

資質・能力としての情報活用能力を学校として身に

つけさせるため，教科「情報」だけではなく，教科「情

報」以外の教科や総合的な探究の時間等の学習活動

を通して，教科等横断的に身につけさせるためにカ

リキュラム・マネジメントを行い，具体的に指導計

画を立て，実行することが求められています．

カリキュラム・マネジメントに参画する

　教科「情報」や，教科「情報」以外の教科や総合的な

探究の時間等の学習活動を通して，教科等横断的に

情報活用能力を身につけさせるための具体的な指導

計画を立てる役割については，学校により異なりま

す．探究活動の指導計画を立てる校務分掌や委員会

等があるかもしれませんし，各教科の主任で構成す

る会議があてはまる組織かもしれませんし，教務を

担当する校務分掌がまとめているかもしれません．

また，担当者の立場なのか，担当ではなく連携する

てる，という考えに立っているか，という点もあ

わせて検討し，工夫しながら教育課程の改善につ

なげることが求められています．

　また，第 6款の 1のアには，

各学校において，校長の方針の下に，校務分掌に基
づき教職員が適切に役割を果たしつつ，相互に連携
しながら，各学校の特色を生かしたカリキュラム・
マネジメントを行うよう努めるものとする．また，
各学校が行う学校評価については，教育課程の編成，
実施，改善が教育活動や学校運営の中核となること
を踏まえ，カリキュラム・マネジメントと関連付け
ながら実施するよう留意するものとする．

と示されている通り，「校長の方針の下に」実施され

ることが重要です．情報教育にかかわる校務分掌，

教科「情報」を含めた情報教育の推進役としての教科

や情報教育の実施に関係する学年等，情報教育に関

係する担当者が「校長の方針の下に」連携し役割を果

たし，情報教育を推進することが求められます．

　さて，情報教育の推進について，第 2款 2（1）に

は，以下の記載があります．

各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言
語能力，情報活用能力（情報モラルを含む），問題発
見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育
成していくことができるよう，各教科・科目等の特
質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編
成を図るものとする．

　ここから，情報活用能力（情報モラルを含む）は，

学習の基盤となる資質・能力の 1つとして位置づ

けられていること，また，各教科・科目等の特質を

生かし，教科等横断的な視点から，と示されていま

すので，教科「情報」の指導だけではなく，学校全体

でさまざまな教科等で相互に関連させながら育成で

きるよう計画し，教育課程を編成することが求めら

れています．そのためには，情報活用能力について，

教科「情報」や情報教育を担当する先生だけではなく，

学校全体で共有することが必要になります．

　情報活用能力については，平成 28 年 12 月の中

央教育審議会答申 2）において，
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は，どの科目で，どのような内容で行われているの

かを把握し，共通教科情報科や，関連する教科等の

指導内容を見直したり調整したりしつつカリキュラ

ムとして整えるほうが現実的かもしれません．

　このことについて考えやすくするために，筆者は，

2017 年度から 3年間非常勤講師として大学で担当

した「情報科教育法」の教材として「資質・能力から

年間指導計画を構想するシート」（図 -1）を作成し，

活用しました．授業では，総合的な探究の時間の時

間で，図に示すような計画で探究活動が行われると

した場合，共通教科情報科の科目（シートでは教科

書等を用いた授業研究を行う関係で，「情報の科学」

を指定）を担当する教員として，何月頃に，どのよ

うな力を身につけさせる指導を行うか，学校の教育

目標や，育成したい資質・能力も念頭に入れつつ考

え，図に書き込みながら整理するワークを行いまし

た．この大学では，高等学校の情報の教員免許のほ

かに，中学校と高等学校の数学の教員免許を取得す

ることができましたので，数学との関連についても

考えてよいことにしました．学生は苦労していまし

たが，検討の流れの例は次のようになります．総合

的な探究の時間で，6月から 8月の期間で情報収集

を行うことが予定されているとき，共通教科情報科

の担当者として，情報の授業で学んだことを活か

して総合的な探究の時間での学びを充実さ

せるためにはどうしたらよいか，というこ

とから検討をはじめます．そして，共通教

科情報科の授業で，情報やメディアの特性

を踏まえ，情報と情報技術を活用できるよ

うにする授業を，何月頃に実施したらよい

か，6月より前にして，情報の授業で体験し

たことを思い出しながら取り組めるように

するか，総合的な探究の時間と同じ 6月か

らで設定し，情報の授業で学んだことをす

ぐに活用できるようにするか，どちらが効

果的か，と，少しずつ具体的に検討を進め

ます．そして，身につけさせたい力をどの

ような学習活動を通して，どの単元で扱う

立場なのかによってもかかわり方が異なりますが，

学校において，誰が担当しているのかを知り，自ら

の立場で何ができるか考え行動することが，カリ

キュラム・マネジメントにおいては重要です．

　教科等による指導，という点では，学習指導要領

（平成 30 年度）解説総則編 3）によれば，各学科に共

通する教科「情報」（共通教科情報科）は，情報活用

能力の育成の中核を担うものという位置付けとして

記載されています．このことから，学校ごとの実情

に即して設定されている教育目標や，学校として身

につけさせたい力等を踏まえ，共通教科情報科にお

ける必履修科目で育成する情報活用能力について検

討する際，それは，学校における情報活用能力の育

成の中核を担う想定で検討したほうがよいと言えま

す．しかしそれは，共通教科情報科がすべてを担う

ということではありません．共通教科情報科ではど

のようなことを学ぶかを校内で共有し，連携する立

場の関連する教科や総合的な探究の時間等における

指導において，共通教科情報科で学んだことをどの

ように定着させ，また発展させることで，情報活用

能力を確実に身につけさせるのか整理し，実行する

ということです．

　すでに，共通教科情報科以外の科目で情報活用能

力の育成に資する指導が行われていますから，まず

図 -1　共通教科情報科の年間指導計画を資質・能力から構想するシート
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のか，ということを考えながら年間指導計画に対応

させ，年間指導計画を仕上げていきます．このよう

に資質・能力の育成と科目での指導項目とを連動さ

せながら年間指導計画を考えることは学生にとって

は大変だったと思いますが，中には数学の授業と情

報の授業でクロス・カリキュラムを考える学生もお

り，教科等横断的な視点を取り入れて年間指導計画

を考えさせることができました．

　実際に学校では，学年は 1年生から 3年生まで

あり，教科等は，総合的な探究の時間や数学や情

報だけではありませんので，図 -1 の表を，3学年，

すべての教科等に拡張して，共通教科情報科の学び

との関連を確認することは，学校全体でカリキュラ

ム・マネジメントを進める上で有効です．

　そもそも図-1では，何年生での1年間（の一部分）

を指しているのかは，明らかになっていません．筆

者は大学の授業では，1年生の一部分である，という

設定で授業を行いました．

　1年生であれば，中学校で身につけたことを念頭

に置きつつ，共通教科情報科の科目を，高校生が学

習の基盤としての資質・能力に位置付けられる情報

活用能力の基礎をしっかり身につける中核として位

置付けることは容易です．共通教科情報科において，

十分な指導が行われることにより，生徒たちが1年

生で身につけた情報活用能力を，2年生以降，共通教

科情報科の選択科目「情報 II」を含め，探究的な学びが

本格的に展開される他教科の科目や総合的な探究の

時間等で活かされるようつなげることができます．

　2年生の場合，1年生で情報活用能力を身につけさ

せる役割をどの科目等が担うのか，2年生に設置され

た共通教科情報科の必履修科目が，情報活用能力を

身につけさせるための中核としての役割を果たして

担えるのか，2年生で本格的に探究活動が展開される

他教科の科目や総合的な探究の時間等の履修が，共

通教科情報科の履修と並行することになり，情報活

用能力を確実に身につけさせる上で効果的か，など

の検討課題が考えられます．3年間を通した情報活用

能力の育成という視点で十分な検討が必要です．

　新しい学習指導要領では，共通教科情報科は，「情

報 I」と「情報 II」の科目構成となり，「情報 II」では，

新しい学習指導要領において，「情報Ⅰ」および「情

報 II」で身につけた資質・能力を総合的に活用し，

情報活用能力を活用して問題の発見・解決する活動

を通して，新たな価値の創造を目指し，情報と情報

技術を適切かつ効果的に活用する資質・能力を高め

るよう指導することなどが求められています．「情

報 I」「情報 II」という，順序性がある科目編成となっ

たことにより，教科指導の系統性を考慮した教育課

程の編成が可能となりました．「情報 II」の設置につ

いて，情報活用能力をさらに効果的に身につけさせ

る選択科目として，また，教科指導の系統性を考慮

に入れ教育課程を編成するという視点で検討する良

い機会です．

　生徒が入学してから卒業するまでに，情報活用能

力を確実に身につけさせるために，生徒はどの段階

でどのようなことを学ぶのかを考え整理しつつ，学

校としての指導計画を組織的に検討して，新しい学

習指導要領に基づく教育課程を編成することは，ゴー

ルではありません．カリキュラム・マネジメントは，

改善を繰り返しながら，教育活動の質の向上を図る

取り組みです．教科「情報」や情報教育を担当する先生

方が，学習の基盤としての資質・能力の1つである

情報活用能力の育成を通して，教育活動の質の向上

に貢献できる機会を十分活かすことが，今後ますま

す期待されます．
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